
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

2020 年 5 月 8 日(金) 

 

 

目に鮮やかな新緑が気持ち良いですね 
 

皆さんこんにちは。今

年の GW はいかがお過ご

しでしたでしょうか？

毎年新緑が鮮やかにな

るこの時期は、さわやか

な風に幾つになっても

ウキウキ、時間を見つけ

遠近問わず外出してき

ましたが、今年は巣ごもりを強いられていました。 

 高田RCでは4月 24日の理事会で5月20日まで

活動取消し、5月 22日に変則的な形式で例会を開

催することとしました。その後、5 月 4 日に全国

的な緊急事態宣言の延長が発表され、今後の状況

の変化によっては変更の可能性もありますが、今

日現在（5/6）予定通り考えています。そのような

中、米山奨学生の周さんも元気に研究に勤しんで

いるとカウンセラーを務めていただいている橋詰

さんからお聞きしました。22 日に会えれば嬉しい 

 

です。 

 2560 地区では周年事業など諸活動延期、取消が

相次いでいますが、COVID19 対策支援として最前

線で従事されている医師会に、地区財団活動資金

（DDF）を使用し、フェイスシールド 25,000 枚（予

算 30,000＄）を地区内 16 医師会に寄贈、ロータ

リー災害救援基金に新型コロナウイルス対策とし

て 20,000＄の他、サージカルマスク 26,000 枚を

同医師会に寄贈する旨の連絡が4月28日届きまし

た。全国各地でも地区ロータリーが様々な支援活

動を行っています。長丁場になることは否めませ

んが、一人一人の自覚と思いやりで必ずこの困難

を乗り越えられると信じています。その日まで「I 

serve」の精神で地域への支援をお願いいたします。 

 さて、5 月は青少年奉仕月間です。青少年奉仕

は RC五大奉仕の一つとして、「指導力養成活動、

社会奉仕プロジェクトおよび国際奉仕プロジェク

トへの参加、世界平和と異文化の理解を深め育む

交換プログラムを通じて、青少年ならびに若者に

よって、好ましい変化がもたらされることを認識

するものである。」と定義されています。 
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会 長 挨 拶  ●髙坂光一 

 



高田RCでも高田RACのメンバーが様々な活動を

通じ成長し、他の青少年、地域に良い影響をもた

らす人材となることを目指し、青少年奉仕委員会

が中心となり毎年指導、見守りをしています。私

はクラブ、地区出向で青少年奉仕を経験する中で、

彼らから学ぶことの多さに気がつくと同時に、若

者らしい挑戦が少ないことが気になった私は、彼

らに「成功から学ぶことは無いが失敗は多くを気

づき学べる。大抵のことはなんとかなる、無理と

思わず存分にやれ！責任は俺がとる（本当はもっ

と下品な表現ですが…）」「地区だけでも 2000

名以上の教授がそろう RC総合大学、ロータリアン

は君たちに NOとは言えないが、易々YES は言わな

い。考えさせる」と話しますが、それでも遠慮を 

 

 

 

大谷光夫君・本山秀樹君・水上喜芳君 

（4/20 ガバナー補佐会議） 

 

 

・グローバル補助金奨学生候補者に、梅澤光里さ

んが選出されました 

・ロータリーの友は、5・6 月合併号になります 

・COVID-19 災害支援金について、会員一人当た

り 800 円を支援金に充てることを理事会にて

承認されました 

 

 

 

 

 

しているようです。私にとって彼らは大切な仲間

であると同時に師匠だと思っているのですが、そ

の意思を伝えることはなかなか難しいものですね。 

 

新緑の複雑な光のコントラストを楽しみましょ

う！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例会日 プログラム 会場 

5 月  1 日 祝日振替休会日   

5 月 8 日 
休会 

（コロナウイルス感染症対策) 
  

5 月 15 日 
休会 

（コロナウイルス感染症対策) 
 

5 月 22 日 
通常例会（例会時間短縮） 

例会時間 12：30~13：00 
デュオ･セレッソ 

5 月 29 日 
開催未定 

（改めてご案内いたします） 
  

メイクアップ 5 月の例会プログラム 

幹事報告 


